
 

2025年1月22日 

一般社団法人日本損害保険協会 九州支部 

 

 

 

 

 

一般社団法人日本損害保険協会鹿児島損保会(会長：竹内 秀夫 東京海上日動火災保険株式会社 鹿児島

支店長)では、桜島の噴火の発生機序や、桜島大正噴火規模の噴火が現代の鹿児島市に再来した際の想定災害

等を通して、噴火リスクを正しく理解いただくため、鹿児島県損害保険代理業協会との共催により、講演会

「桜島大正噴火から111年、そのとき想定されるリスクとは」を2月22日(土)14時00分から鹿児島商工会

議所4階アイムホールで開催(参加費無料)します。 

当日は、京都大学名誉教授である井口正人博士をお招きし、鹿児島市に想定される噴火リスクについて、

お話しいただきます。ご興味がある方は2月15日(土)までに下記URLからお申込みください。 

 

≪申込URL：https://forms.office.com/r/KnDgU8frsR≫ ※先着順となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪チラシURL：https://www.sonpo.or.jp/news/branch/kyushu/2024/202501_chirashi_1.pdf≫ 

 

2月 22日(土)鹿児島噴火リスク講演会を開催します 
～「桜島大正噴火から 111年、そのとき想定されるリスクとは」～ 

https://forms.office.com/r/KnDgU8frsR
https://www.sonpo.or.jp/news/branch/kyushu/2024/202501_chirashi_1.pdf?channel=.

